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議

開

長

い

間

待

ち

に

待

っ

た

公

共

下

水

道

の

処

滋

開

始

が

昼

間

に

せ

ま

と

の

公

共

下

水

道

事

業

特

集

号

は

、

ζ
の

使

用

開

始

を

自

前

に

し

州

問

3
一

欄

っ

て

ま

い

り

ま

し

た

o

予
定
よ
り
や
や
縫
れ
ま
し
た
が
、
六
月
に
は
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
ζ
と

、

お

綴

い

し

た

い

州

開
閉
一
蜘
沼
之
宮
に
建
設
し
中
の
相
撲
…
川
宮
城
下
水
道
右
岸
師
会
木
山
知
一
笠
宮
一
務
ζ
と
な
ど
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
ζ
の
特
集
号
の
内
容
で
わ
か
ら
附

加

盟

問

が

完

成

し

、

稼

動

し

始

め

ま

す

。

平

塚

市

で

い

ま

工

事

を

進

め

て

い

な

い

こ

と

、

も

っ

と

知

り

た

い

ζ
と

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

市

役

所

下

村

ト

和

一

欄

る

公

共

下

水

道

事

業

の

う

ち

、

公

共

汚

水

マ

ス

の

設

資

が

終

わ

っ

℃

水

道

部

業

務

課

業

務

係

(
T
E
L
n
l
一
七

0
0内
線

開

二

八

〉

に

糊

闘

相

一

蜘

思

議

開

始

の

告

示

が

あ

っ

た

地

域

が

乙

れ

を

担

問

で

き

る

の

で

す

ο

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

G

W

/

一

七

一

沿

革

わ

ざ

が

起

こ

る

と

い

よ

742uhbな
い
が
百
、
都
市
語
霊
の
劣
地
ー
っ
く
り
の
持
幹
事
と
し
γ会
下
、
つ
万
宅
昭
如
一
一
一
十
一
ハ
記
長
ま
で
の
↓
一
重
野
じ
て
の
知
一
期
一
実

行
円
一
平
軍
縮
和
と
年
に
市
制
ぶ
し
か
ほ
と
ん
と
あ
り
ま
せ
ん
で
し
宍
単
位
を
さ
さ
議
に
な
り
一
子
-
水
道
義
に
と
わ
組
合
し
め
た
あ
の
章
一
一
金
書
長
長
し
t
た
。
(
一
-
九
三
主
主
可
令
官
庁
~

発
一

5
一
れ
て
か
ら
お
市
誌
の
発
、
)
多
を
ゆ
し
か
し
市
詰
の
再
逮
に
と
も
な
雲
第
一
一
十
円
条
文
雲
氏
健
闘
で
守
山
手
。

ζEJし哲一一一
t
d、
一
主
一
行
な
い
、
護
大
記
号
芸
市
し

叩
山
一
査
内
ゑ
ん
で
あ
っ
た
と
と
と
、
地
質
惑
い
、
一
万
に

RLMr票
率
出
品
下
手
誌
な
作
品
者
ひ
帯
γ

村
が
J
ω
的
公
北
〈
下
水
道
事
業
計
額

2
年
間
に
か
主
要
な
霊
た
白
可
同
十
九
霊
か
ら
平
塚
市

笠
/γ
一
泊
で
あ
る
一
開
始
あ
あ
ミ
近
年
ま
で
散
の
妻
、
労
に
お
い
て
は
雨
水
蜜
ら
れ
て
い
手
」
と
の
よ
フ
な
理
由
で
公
守
点
差
調
査
と
患
の
設
の
結
程
二
川
ム
議
会
下
武
道
事
業
は
章
一
さ
れ
た
向
け

留
一
布
一
排
水
震
は
ー
ほ
ど
大
き
な
室
長
遣
の
減
少
に
よ
っ
文
書
海
水
落
て
も
、
室
袋
詰
の
禁
設
に
着
子
し
た
わ
け
で
す
目
白
書
目
差
益
が
で
え
よ
が
白
、
っ
ウ
い
で
あ
り
ま
す

宅
配
一
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
需
思
議
露
と
じ
て
の
主
主
事
語
号
ぷ
空
き
に
一
知
一
一
定
代
富
市
F
し
て
は
密
集
叫
討
議
白
て
一
昭
和
一
一
十
八
年
、
一
γ
一
九
富
一
与
そ
の
勾
建
設
は
市
民
の
み
な
え

実
情
一
詰
と
ん
ど
平
た
ん
な
君
主
主
主
ま
れ
だ
有
一
去
し
六
三
官
、
市
誌
の
揮
で
否
定
用
組
長
室
が
明
子
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
閣
で
主
主
主
J
恵
一
生
し
、
の
ご
協
力
と
と
震
に
よ
っ

γ虫
こ

型
一
告
訴
何
時
軒
臼

VMM55H尚
一
訪
日
目
品
川
民
間

~UUUUれはこ比一一
U
H
F
-
H日町一時

/
一
/
一
は
遣
の
た
め
耐
水
の
地
下
旬
三
重
量
自
主
主
主
前
こ
叫
主
主
午
、

Z
Z白
書
ご
の
去
、
さ
し
め
た
り
号
ノ

J
Z刀
、
平
均
市
会
下
水
道
東
部
誹
完
京
宣
言
r
J
防
護

Z

L
一
聖
書
ノ
¥
貧
弱
な
翼
白
抗
議
に
二
の
排
出
揮
の
増
大
し
え
「
安
君
主
J
む
き

J

な
か
た
ち
に
よ
る
慶
長
一
-
4
h
t
K
3
h
h
早
γ
し

、

長

(

九

一

一

立

記

長

問

な

っ

て

お

り

ま

て

守

山
一
郎
一
る
排
水
だ
り
で
も
雨
水
に
よ
忌
ぎ
を
さ
足
ぃ
、
警
宇
号
と
武
器
宮
支
な
《
室
主
払
版
遂
の
ほ
ど
一
匹
十
点
し
て
い
く
と
い
う

Z
ミ

認

申

み

埋

ま

こ

の

説

一

塁

走

定

現

在

五

月

一

山

山

中

一

川

島

め

て

い

ゐ

広

三

、

一

一

間

一

一

閣

の

九

一

/

民

岨

弓

一

今

寸

れ

て

い

お

区

域

か

そ

れ

で

山

町

↑

日

す

v

な
¥
宍
昭
和
四
十
一
ハ
年
に
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可
大
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利

引

FJ地
区
、
神
田
地
口
出
の
区
軌
ー
が
み
υめ
た

問

問

一

勧

ノ

出

川

以

東

令

翌

日

て

お

虫

歯

決
定
ケ

2

受
け
て
い
ま
f
。
(
上
凶
場
開
出
)

前
一
期
工
高
山
円
j
慢
は
、
ひ
き
つ
づ

い
1

て
コ
阜
の
附
汁
ば
域
そ
払
六
し
ご
い

ぐ一
J

右
で
主
“

相
模
川
涜
蹴
下
水
道
の
誕
生

主
持
山
の
公
共
ポ
氷
山
品
声
明
r
-
h
T
日
J

ヲ
れ
一
段
も
な
く
、
渋
川
回
一
日
明
慣
用
DdF
ト
余
地
開
一
月
か
、
本
一
川
の
四
と
』
一
一
日
十
一
個
、
雨
水
マ
ヴ
/
一
一
一
4
1
二
日
日
ず
ら
し
ゃ
H

叫
ん
什
お
士
一
市
町
三
日
む
ハ
子
山
一
』
担
民
に
珪
斐
一
れ
て
い
ま
す
も
士
一
聞
の
工
芝
一
ぞ
ろ

QRJえ
で
ね
て
九
三

下
水
、
官
弔
業
計
画
b
r
発
返
し
ま
し
-
~
，

ζ
の
ヰ
米
処
現
場
以
、
そ
の
一
部
が
す
。
ま
た
沢
ン
ブ
潟
は
刑
制
四
十
J
r
浮
き
る
市
民
一
刊
現
在
守
ま
戸
一
わ
ず
か
一

と
の
計
闘
に
よ
る
介
、
相
機
川
右
院
の
こ
と
じ
六
月
に
孫
剖
し
蛤
め
る
の
え
四
月
に
一
部
冗
印
刷
し
、
す
で
に
↑
部
樺
万
人
程
度
仁
レ
か
す
ぎ
ま
せ
ん
1

T

喜
市
、
実
可
事
需
お
よ
ひ
平
塚
の
公
其
下
水
道
民
の
市
民
の
み
動
し
て
お
り
志
向
す
巳
港
建
設
事
業
は
や
っ
支
り
ロ
ド

奈
川
町
の
一
一
一
市
街
雫
李
一
担
処
な
さ
ん
は
、

ζ
れ
ぞ
利
用
す
る
こ
と
に
乙
れ
ら
の
公
共
下
室
工
事
の
誇
い
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
長
川

河
し
て
相
民
川
に
放
流
す
也
、
と
い
う
な
り
ま
す
。
に
よ
り
、
ち
ょ
っ
と
じ
た
摘
で
す
ぐ
活
い
努
力
を
腕
け
な
け
れ
は
な
白
土

ζ
と
に
な
臼
ま
す
JD

主
事
由
執
行
状
況
水
し
ゃ
長
選
一
号
制
問
護
問
松
風
へ
世
界
的
文
富
は
例
外
な
iT

下
水
司
事
業
以
各
市
町
単
位
で
込
め
昭
和
一
一
一
十
九
年
度
に
馬
γ

人
地
反
で
下
街
な
ど
の
浸
水
は
し
だ
い
に
解
約
レ
ヲ
遂
の
獲
備
に
つ
と
め
て
お
り
、
い
中

る
よ
り

h
地
市
主
棄
し
ぶ
か
ら
氷
水
道
輯
離
の
工
事
に
若
手
L、
昭
和
四
ヲ
あ
D
、
市
民
自
み
な
き
ん
の
好
評
を
も
そ
の
潤
及
曜
は
わ
が
儲
の
そ
一
長

の
流
れ
f

主
と
し
て
川
川
)
単
位
に
考
十
巾
同
年
度
か
ら
は
夕
鶴
ケ
丘
に
工
費
約
揮
で
お
り
ま
す
。
る
か
に
上
ま
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
4

え
て
い
く
は
つ
か
r

官
経
搭
的
知
県
的
八
億
内
9
易
込
ん
だ
ポ
ン
プ
潟
の
建
設
今
世
田
克
と
お
し
に
公
害
防
止
の
点
か
ら
も
下
武
道
m

で
品
る
と
長
与
え
ら
れ
ゐ
の
三
平
塚
市
が
開
始
さ
点
、
判
制
捜
鋭
理
工
事
を
す
す
公
共
下
水
道
の
建
設
の
重
要
性
と
そ
十
す
れ
悶
割
り
は
、
は
か
り
知
一
戸
川
な
h

の
公
共
下
水
道
も
、
と
の
相
慎
川
幹
域
的
、
昭
和
問
!
?
士
年
度
末
ま
で
に
は
誹
の
必
要
性
を
縫
う
人
民
現
在
で
は
も
の
が
あ
り
ま
す
e

下
水
、
事
業
と
請
し
て
滋
め
て
い
く
高
等
一
一
四
七
・
奈
、
霊
童r
Zお
も
い
ま
せ
ん
吋
平
揮
市
で
は
平
塚
市
の
公
共
下
水
道
重
に
、

亡
と
に
な
h
y
非

主
u
ζ

の
詰
に
監
は
一
ハ
万
四
主
百
十
二
灯
、
マ
ン
ホ
1

公
立
心
下
水
道
事
業
を
市
の
最
重
重
構

寸
い
ず
¥
桔
一
鴨
川
川
右
阜
市
山
一
一
山
市
↑
町
《
ん
千
八
5
h
!
?
一
明
、
汚
水
マ
λ
ム
千
よ
じ
宮
古
等
一
訟
に
努
力
し
て
お
り
ま

茅
ケ
崎
市

平塚市下水道主計慰留

{太線内}

湾模摺

!j!;jii;;j!:!j!ii!iJii!!;!!i!ii!!!(((!ij 
町議議錦繍鱈磯野!jj
iHi麟験強欝盤整機騒騒
!;jii!?iifli j i:if;空ii!iiii;;iii!:ji! ? ii: 
1iiii iii;jillijjiijiii!?;jj!iijiii!?i 

21 



六
月
か
ら
公
民
民
ド
ポ
一
一
地
心
部
聞
が

一
開
始
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
み
は
さ
ん

幻
醐
が
流
し
て
い
た
川
氏
は
、
貯
金
ど

ぐ
一
と
い
っ
し
ぷ
に
民
民
ト
ヤ
川
省
内
科
い
一

翻
を
と
お
し
て
相
撲
川
に
問
料
レ
て
い

轍
ま
し
た
。
す
ν
h
'
し
、
六
月
か
ら
の
公

轍
共
F
水
道
処
同
庁
制
同
始
と
と
も
r
~
、
こ

踊
れ
ら
の
俳
水
は
m
h
之
日
の
相
撲
川
沿

翻
域
下
水
蕊
右
目
得
点
処
刷
出
場
で
沖
氾

繍
さ
れ
、
相
模
川
に
以
訓
ず
る
こ
と
に

繍
な
る
わ
り
で
、
沖
出
措
な
レ
古
川
笠

輔
の
木
川
崎
旬
、
M
が
利
用
J
C
b
J
4
こ
と
に

騨
な
り
ま
す
J
。

門
口
醐
F
て
こ
の
処
問
削
除
に
と
h
な
い

η
一
一
み
な
さ
ん
に
U
ね
か
い
2
h
w
こ
仁
川

月
健
一
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
山
h
、
で

さ
る
だ
け
い
γ
え
く
み
収
り
川
県
川
ピ

水
向
性
所
に
改
4
Y
U
て
い
に
行
主
た

い
こ
と
1
v
h
ち
つ
一
づ
い
午
、
夜
道
伎

町
料
を
と
角
川
い
た
だ
入
、
た
い
、
と

h

i

ニ

O

く

J
4
-
!
ミ
ノ
、

ピ
っ
こ
乙
3
9

沖
出
ω
t
v
に
/
一
し

て
の
お
問
は
m
m
討
に
あ
り
ホ
、
い
ぜ
作
一
ず

こ
の
…
閣
で
は
「
ド
木
造
住
町
パ
ド
制

捜
」
に
つ
い
て
礼
町
し
え
一
七
ザ
U

こ
の
品
開
は
、
セ
と
し
℃
一
時
一
小
紅

白
伊
パ
山
内
訟
と
し
て
い
去
す
。

ら勺か

憧
用
制
制
度
の
、
川
必
要
性
と
間
哨
川
口
、
品
川
川
川
村
r
f
引
引
1
1
け
い
ぜ
一
以
内
ぺ
い
h
h
汁
J
h
コ
ペ
一
}
一
口
川
川
ハ
パ
山
内
山
川
λ
同
中
山
山
門
氏

γ
ブ
、
に
f
A
が
内
叫
レ
J
5
p
a
ハ
ー
さ
ん
が
h
h
f
J
九
九
九
f
日
山
内
山
川
山
川
円
、
k
り
計
算
予
市
訂
さ
れ
た
点
制
〆

そ
の
単
価
r
E
Y
一
心
伐
円
ー
の
日
間
い
か
ら
に
外
し
公
り
ま
す
υ
J
た
一
」
幻
公
民
下
水
、
地
内
一
山
花
叫
し
て
い
必
い
ー
夕
刊
、
す
べ
て
パ
円
、
パ
河
川
で
コ
上
山
市
っ
と
f
J
、
初
日
出
い
円
に
い
)
い
式
起
が
w
v
k
f
q
同
九
日
三
、
次
F
?
で
』
駒
山
刀
法
許
れ
る
わ
け
で
す
が
、
ζ
の
場
合

パい一九
i
ボ
辺
市
、
J
へ
ハ
込
山
山
内
問
l
d
が
判
f
T
凸
サ
ム
の
じ
」
、
4
J
ザ
ナ
ぃ
μ

川
で

F
Qの
は
、
A
つ
の
と
こ
F
O
号
、
ね
一
仁
川
口
…
川
叶
パ
h
jわ

け
し
て
い
江
一
J
ペ
て
向
か
吹
い
つ
汁
汁
r
u
p
J
え
て
み
去
し
さ
れ
文
す
の
よ
心
、
そ
れ
り
ι
ω
ま
μ
J
h
h
A
V
一
か
月
に
県
仁
永
法
的
掛
川
t
m
ふ
水
件
直

去
り
主
一
3
と
本
山
明
仰
に
印
J
U
H
聞
か
げ
μ
I
り
一
γ

八
円
v
r
u
-
-
」
!
と
に
r
川
の
ず
か
の
h
川
刊
に
コ
リ
パ
、
三
ぜ
ん
。
日
以
J
℃
去
す
し
こ
れ
へ
、
夕
刊
K
7
γ
、
内
判
的
L
K
J
G
ぷ
辺
の
蛇

μ
小
川
九
九
八
木
し
山
、
綴
い
づ

F

引
こ
と
に
な
り
詰
y
o
「
月
8
点
刀
メ
!
ト
ル
ノ
に
吃
し
な
い

誌
と
な
り
ふ
4
7
u
そ
し
℃
そ
の
れ
ん
め
な
し
乍
こ
の
バ
汗
川
お
か
れ
摂
点
一
判
ず
る
し
一
し
い
一
三
3
E
守
山
/
れ
品
一
件
ぷ
結
訪
日
て
の
ι

よ
ま
れ
所
な
り
一
よ
れ
風
日
出
会
人
五
年
内
y
F
禁
一
川
い
山
崎
九
日
と
か
湯
舟
に
は
、
一
か
円
バ
早
叫
イ
ヴ
ハ
!
ド
ん

に
は

μ小
人
ば
賢
治
の
か
か
る
こ
と
が
予
と
刀
山
肥
川
J
パ
川
川
J
一
内
ん
d
お
た
め
こ
シ
マ
J
A
山
内
川
パ
に
お
大
r
よ
だ
れ
孔
と
し
て
お
ら
れ
z
q
と
、
問
品
の
ω
水
マ
ス
な
白
、
治
相
一
昨
か
h
ド
υれ
に
ふ
訓
れ
こ
ん
M
m
め
て
い
か
い
出
へ
口
、
6
か
け
り
ド
リ
内
J
と
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